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直0「複数言語環境で育つ子どものことばの習得と教育に関すること」 櫻井千穂
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近年、日本でも学校や社会で使われる言語（日本語）と家庭で使われる言語（母語・継承語）が異

なるといった、複数言語の環境で育つ子どもたちが増えています。みなさんの中にも自分自身がそう

いう環境で育ったという人もいるでしょう。このような子どもたち（人たち）は、日本語のほかに複数の

言語が使えて複数の文化に日常的に触れられる可能性があるわけですから、本来ならとても豊かな

バックグラウンドを持っていると言っていいはずです。ですが、日本の学校は基本的に日本語を母語

として、日本文化を背景に持つ子どもたちへの教育を想定してシステム化されています。学校のルー

ルや勉強する教科の内容、教科書等といったあらゆるものが日本語のみを母語とする子どもを対象

に作られています。複数言語の環境で育つ子どもたちは、こういった学校文化の中でマイノリティの

立場になってしまい、システムとのミスマッチにさらされるためにさまざまな困難に直面しています。

このような間題は、私がこの分野の研究や教育に携わり始めた20年くらい前でも、すでに社会的

課題として認識されてはいましたが、近年はその関心がさらに高まってきています。日本語教育の分

野において、成人になってから第二言語として日本語を習得しようとする人たちへの教育に関する研

究蓄稲はあります。しかし、発達段階の途中を複数言語環境で過ごす子どもへの教育というテーマに

ついては、それとは異なるポイントがたくさんあるため、今後ますます、さまざまな角度からの研究や

実践が必要となってくるのです。

ここに挙げた4つの書籍はすべて2022年に発行されたものですが、複数言語環境で育つ子ども

のことばの習得と教育に関するテーマで以下の論考を寄せさせていただきました。

(1)「臨時休業下におけるオンライン学習支援ー教員養成の視点から」(pp.50-57)

(2)「子どもの日本語力を評価する」(pp.43-59)

(3)「CLD児のことばの可視化と全人的教育」共著：中島永倫子・櫻井千穂(pp.119-132)

(4)「CLD児の言語能力評価、再考ー全人的発達を目指して」(pp.405-418)

(1)はコロナ禍の学校休業中に大学生が主体となって行った、複数言語環境で育つ子どもたち

へのオンライン学習支援の取り組みについてまとめたものです。(2)(3)(4)は、このような子どもた

ち（文化的言語的に多様な子ども(CulturallyLinguistically Diverse Children)の意味でCLD児と

いう用語を使用）のことばの力をどのように捉えるべきかといった言語能力評価のあり方や子どもが




